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今年度の生徒会テーマ

～ 結束 ～ 生徒同士の絆が新たな角中を創る

１０日（金）に行われた生徒総会で、

次のような話（要約）をしました。

先日、ある校長先生から「角中生のあ
いさつがよい」「あいさつする時の表情
も良い」という嬉しい言葉を頂きました。
このことは、生徒会が中心となって取り
組み、各学年でも「さしみ」「三つのす」
のキャッチフレーズで頑張ってきたあい
さつ運動の成果だと思います。

「６秒」、人が出会って第一印象で判
断する時間だそうです。出会って目があ
い、挨拶するまでが約６秒です。皆さん
にはこれから多くの出会いがあり、進学、
就職での面接試験もあります。

中学校時代に、自分自身のために、良
い表情で元気にあいさつができるように
自分自身をしっかり鍛えてください。さらに挨拶が響き合う角館中学校になることを期待します。

今年も、「聞き書き学習」が始まりました

地 域 の 方 々 か ら 学 ぶ
地域の皆様２０名にご協力いただきます

１３日（月）に角館出身の作家塩野米松先生にお出でいただき、毎年３年生が取り組んでいる「聞き
書き学習」についてお話頂きました。今年で１０年目の活動になります。

聞き書き学習は、生徒が角館地域に住む方々へ自分たちが考えた質問をさせていただき、お聞きし
た内容を文章にすることを通して、地域を支えてくれている方々の生き方に直接触れ、その生き方を
学び、地域に対する愛着を深めることをねらいとしています。

聞き書き学習の成果は「ふるさとに生きる人々」と題した小冊子にまとめられる予定です。

５月１０日 生徒総会が行われました



２１・２２日 大曲仙北陸上競技大会が行われます

すばらしい応援で、選手の士気が高まりました
17・１８・１９日 全県春季大会が行われました

先週１６日（木）に大曲仙北陸上競技大会、全県春季大会の壮行会が行われ、選手の士気がさらに

高まるすばらしい応援が繰り広げられました。

陸上競技大会に出場する選手の皆さんは、１秒でも速く走り、１センチでも高く遠くに跳び投げ、

そしてバトンをしっかりつなぎ、自己記録、チーム記録を更新してほしいと思います。

また、全県春季大会に出場した皆さんは、１ヶ月後の郡市総体に向けて今大会をしっかり振り返り、
今後、良い点をさらに伸ばし、課題を克服する練習をしてほしいと思います。

栄 光・栄 誉
平和中学校招待男子バスケットボール大会 優 勝 ５月１８日

《《《 角中散歩 ④ 【立派な団歌の額】 》》》
体育館ステージ右

側に「校歌」、左側に
「団歌」「仙北市民歌」
の大額が掲げられて
います。

特に、角館の堺正
男さんから寄贈され
た「校歌」「団歌」の
額は、樺細工で縁取
りされ大変立派なも
のです。ほとんどの
学校は、体育館ステージの両側に「校歌」「市町村歌」が掲げられていますが、本校のように「団歌」
の大額が体育館正面にどうどうと掲げられている学校は珍しいと思います。

１ 城山に白雲（くも）は流れて ２ 鰍瀬（かじかせ）の水面そよかぜ ３ 学び舎（や）に歓声（こえ）ぞあがりて
すずかけの樹に緑濃し おぐらの里にかぜ涼し ふる里の野にこだまする

ああはつらつのわが友よ ああ生新のわが友よ ああ精鋭のわが友よ
のぞみも高く眉あげて 熱き血潮の燃えるまま 若き喜び語る日に

立志の誓い指すところ 清き心の一すじに 協和のかいな固く組み
角中若人今ぞ見よ 角中若人今ぞ見よ 角中若人今ぞ見よ

団歌に、校訓【立志・清純・協和】が歌い込まれています。

角館中学校団歌 作詞：本校５代校長 西宮陽助先生 作曲：千畑中元校長 林誠先生

ステージ両側の「校歌」・「団歌」「市民歌」上が「仙北市民歌」、下が「団歌」です


